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徳永 叡　教授 と脳の研究

筒 井 公 子

岡山大学大学院医歯学総合研究科神経機能構造学

(旧医学部解剖学第三)教 授,徳 永 叡氏は,大 腸

がんとの果敢な闘いの最中に癌性腹膜炎のため59歳

の生涯を閉 じられた.平 成13年11月3日 のことだっ

た.徳 永教授は千葉大学医学部の学生時代から神経

解剖学の教室に出入 りし,自 分で創意工夫 しながら

ヒト脳切片の包埋標本を作製された.こ の標本を先

生は非常に大切にされ,学 生講義には毎年必ず活用

された.学 生時代の脳 との出会いから昨年突然に病

死される直前まで,文 字通 り脳の研究に心を奪 われ

て毎 日を過ごされた.本 稿では,在 りし日の徳永教

授が折に触れ話して下さった研究を中心に,先 生の

脳研究の軌跡を紹介 させて頂 く.

徳永教授は昭和42年,千 葉大学医学部を卒業,昭

和47年,同 大学大学院医学研究科博士課程を修了の

後,同 大学医学部第三解剖学教室助手 として研究生

活をスター トした.昭 和49年 に講師,昭 和52年 には

助教授に昇任,同 年9月 から2年 間チュー リッヒ大

学脳研究所に国際脳研究機構(IBRO)奨 学研究員と

して留学 し,昭 和63年(平 成元年),岡 山大学教授 と

して医学部解剖学第三講座に赴任 した.

千葉大学医学部第三解剖学教室では主として視覚

伝導路の研究に従事 した.網 膜線維が終止する中脳

上丘のニューロンの樹状突起を詳細に解析 し,視 神

経の終わる表層 と多種感覚線維が終わる深層で樹状

突起の形態が異なることを入力 ・出力系と関係づけ

て解明した1).この研究が高 く評価されていることは

論文の引用回数が,こ の分野 としては多い71 (1999

年現在)で あることか らもうかがえる.ま た,昭 和

50年 代初 め,導 入 されたばか りのCTス キャンで得

られ る脳 の画像 が,解 剖 学的な標 本 と同一の切面 で

得 られ るよう,基 準線 の検 索 を詳 し く行 い,日 本 人

ではGlabella-inion lineで 撮影 されたCTス キャン

の横 断像 と,fronto-occipital polesを 通 る基準線 で

の解剖標本 の水平 断面が一致す ることを見出 し,報

告 した2,3).「この研究 は予想以上 に反響が あ り,リ プ

リン トの請求が 多 くて うれ しい驚 きだ った」 と,懐

か しそ うに話 され るのが 印象的 だった.

チュー リッヒ大学脳研究所 ではAkert教 授 ととも

に,電 子顕微鏡 を用 いて シナプ ス小胞 の開 口放 出機

構 につ いて研究 した.中 枢神経系の シナ プスで,神

経情報伝達物質 を含む シナプ ス小胞が前 シナ プス膜

に融合 し開 口放 出す る様子 をフ リー ズエ ッチ ング法

によって調べ,前 シナプ ス膜の膜 内タンパ ク質粒 子

に関す る知見 を世界に先駆けて発表 した4-7).チ ュー

リッヒ時代 は徳永教 授の研究生活 で最 も充実 し,思

い出深 い ものだ ったように感 じられ る.機 会 あ るご

とに留学時の話が とびだ し,研 究の話 のみ な らず,

当時 の 日常生活や一家で ヨー ロ ッパ各地 を旅行 した

話 な ど,何 度 も心温 まる話 を聞か され た.

スイスか ら帰国後は,中 脳の上丘及 び下丘へ の投

射ニ ュー ロンの研究 を中心に,視 覚 ・聴覚 の情報伝

達制御 に関 わるニ ュー ロン とその線維連絡 を次々 と

明 らか に した8).し か し,脳 の研究に は分子生物 学,

細胞生物学,生 化学の視点 と手法が必要 であ ると痛

感 していた徳永教授は,平 成元年 岡山大学 に赴任 直

後か ら,教 室員 と共に網膜組織 を抗原 としてモ ノク

ローナ ル抗体の作成に取 りかか り,網 膜視細 胞や小

脳プ ルキンエ細胞,ガ ング リオシ ドGD 1 bに 特 異

的 な抗体 を分離 した9).ヒ ト血清 中の 自己抗体 に も深

い関心 を示 し,神 経症状 を伴 うが ん患 者の 自己抗体脳神経制御学講座神経機能構造学
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が,神 経 シナ プスの タンパ ク質 を認識 しているこ と

を証明 し,エ ー ル大学 のDe Camilli教 授 グループ

との共 同研究 で,腫 瘍随伴症候群 におけ る神経症状

の発現機構に重要 な示唆 を与えた10).神経細胞の細胞

核機能の解明 に も努 力 し,遺 伝子DNAの 高次構造

をコン トロールす る酵素,DNAト ポイソメラーゼⅡβ

が神 経細胞分化の過程 で,神 経関連 タンパ ク質 の発

現誘導に必須 であるこ とを明 らか に した11,12).

トポ イ ソ メ ラー ゼ Ⅱβ の 発 現 が 分 化 途 上 の プ ル キ ン エ 細 胞 で 特 異 的 に 増 加 して い る こ と を免 疫 組 織 化 学 的 に 示 した もの.ラ ッ

ト胎 生14日(A-C), 16日(D-F), 18日(G-I), 21日(J-L)の 小 脳 切 片 を,ト ポ イ ソ メ ラ ー ゼ Ⅱ α,ト ポ イ ソ メ ラ ー ゼ

Ⅱβ お よ び プ ル キ ン エ 細 胞 の マ ー カー で あ る カ ル ビ ン デ イ ンの 特 異 抗 体 で 免 疫 染 色 し た.胎 児 期 に 最 終 分 裂 を終 え,分 化 を開

始 す る プ ル キ ン エ 細 胞 で は トポ イ ソ メ ラ ー ゼ Ⅱβ の 発 現 が 急 激 に 増 加 す る こ と を 示 して い る.分 裂 増 殖 し(白 抜 き矢 頭),さ ら

に遊 走 し っ っ 分 裂 す る顆 粒 神 経 前 駆 細 胞(EGL,遊 走 の 先 端 を 黒 矢 頭 で 示 し た)で は トポ イ ソ メ ラ ー ゼ Ⅱβ の シ グ ナ ル は バ ッ

ク グ ラ ウ ン ドレベ ル で あ る. Asterisks, the primary fissure; ne, embryonic neuroepithelium; dz, differentiating zone;

 EGL, exernal germinal layer; Pc, Purkinje cells; PL, Purkinje cell layer. Scale bar=200μm. (Tsutsui, K. et al., J. Comp.

 Neurol., 431, 228-239, 2001よ り転 載)

脳の研究 は21世 紀に入 って新 たな飛躍 を見せ よ う

としている.脳 研究の流れ を敏感に捉 え,常 に最新

の課題 に取 り組ん できた徳永教 授は,教 室員 と共 に

まさにこれか ら飛翔 しよ うとして いた その瞬間に病

に倒れ られ た.そ の無念 さは筆舌には尽 くせ ないが,

祈 るよ うに研究の継続 と発展 を教室の スタッフに託

し,静 か に永遠の旅 に発 たれ た.

永年 にわた り終始一 貫 して脳の研究 に取 り組 まれ,
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穏やかな人柄で,深 く信頼され慕われていた徳永 叡

教授の早すぎる旅立ちを悼み,こ こに謹んで哀悼の

意を表すると共に,ご 冥福 をお祈 り申し上げる.
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